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◆ でん粉は糖化製品や化工でん粉の原料として利用されるほか、片栗粉・水産練製品などの食品、ビール、医薬品、製紙、段
ボール等多くの用途に使用。

１７ でん粉の位置付け

○ でん粉の利用 （主な用途） ○ でん粉需要の用途別内訳

資料：農林水産省政策統括官付地域作物課調べ
注： ＳＹとは、当該年の10月1日から翌年の9月30日までの期間

で

ん

粉

加
工
し
て
利
用

そ
の
ま
ま
利
用

糖
化
製
品

化
工
で
ん
粉

異性化糖

水 あ め

ぶどう糖

デキストリン

可溶性でん粉

アルファでん粉

でん粉誘導体

医薬品・その他

ビール

製紙、ダンボール

食 品

グルタミン酸ソーダ

清涼飲料、調味料、パン、
酒類（酎ハイ）

酒類（発泡酒）、キャンディ

医薬（輸液糖）、菓子類、酒
類（清酒）

経腸栄養剤、調味料、接着
剤、粘着テープ、繊維

麺類、インスタント食品、繊
維

麺類、菓子、養鰻用飼料、
製紙、洗濯のり

冷凍食品、製紙、繊維

化学調味料

片栗粉、水産練製品、麺類、
インスタント食品

オブラート、錠剤、バイオプラス
チック、化粧品、合板、建材等

・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・

・・・

・・

・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・

糖化製品

177万トン

（67%）

化工でん粉

33万トン

（12%）

繊維・製紙・

段ボール

20万トン

（7%）

食品

20万トン

（8%）

ビール

9万トン

（3%）

医薬品・

その他

7万トン

（3%）

需要量
266万トン
（30SY)

30



21

１８ でん粉の需給及び価格の動向

◆ 近年のとうもろこしの国際相場は、概ね横ばいで推移。

◆ Ｒ１ＳＹのばれいしょでん粉は、原料ばれいしょの収穫量が前年を上回ったため、１７.８万トンの供給となった。一方、かんしょで

ん粉は、競合する焼酎用需要の減少を受け、２.８万トンの供給となった。

○ でん粉の種類別供給量の推移○ でん粉の価格の推移

資料：1. とうもろこし国際相場は、シカゴ商品取引所公表のとうもろこし先物相場の期近ものの年平均のコスト比較（シカゴ相場）。
2. 国産ばれいしょでん粉及び国産かんしょでん粉の価格は、農林水産省地域作物課調べ
3. それ以外は財務省貿易統計（CIF価格）。

円/ｋｇ

〔国産ばれいしょでん粉及び国産かんしょでん粉はSY、それ以外はCYの価格〕
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資料：農林水産省地域作物課調べ
注：でん粉年度（SY）とは、当該年の10月1日から翌年の9月30日までの期間である。

ラウンドの関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

単位：千トン千円/ｔ

235 203 179 168 169 175 186 197 175 178 168 178 

42 47 51 44 36 38 39 36 37 31 27 28 

2,324 2,248 2,412 2,307 2,258 2,266 2,190 2,273 2,271 2,303 2,295 2,319 

139 
131 

142 
145 142 140 136 

135 152 144 150 160 

20 
20 

20 
19 18 17 18 

17 17 17 17 17 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

20SY 21SY 22SY 23SY 24SY 25SY 26SY 27SY 28SY 29SY 30SY R1SY

ばれいしょでん粉

かんしょでん粉

輸入とうもろこしから製造されるコーンスターチ

輸入でん粉

その他

2,848 2,759 2,648     2,804 2,683     2,623     2,636    2,568     2,658     2,653     2,656    2,702   総供給量

単位：千トン

資料：農林水産省地域作物課調べ
注：でん粉年度（SY）とは、当該年の10月1日から翌年の9月30日までの期間である。

ラウンドの関係で合計と内訳が一致しない場合がある。
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グラフ

				○　でん粉の種類別供給量の推移 シュルイベツ キョウキュウリョウ
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				データ出典：でん粉情資料「でん粉需給の推移　　供給」 シュッテン プン ジョウ シリョウ プン ジュキュウ スイイ キョウキュウ
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◆ 平成３０年産は、サツマイモ基腐病の被害等により、集荷量が９．２万トン、でん粉生産量が２．７万トンとなり、過去最低となっ
た。

◆ 令和元年産は、作付面積が低位で推移し、一部ほ場でサツマイモ基腐病が平成３０年に引き続き発生したため、集荷量は９．
３万トン、でん粉生産量が２．８万トンとなったところ。

◆ 令和元年産のでん粉原料用かんしょの販売価格は、トウモロコシの国際相場が上昇したことから上昇。

○ でん粉原料用かんしょの作付面積の推移
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資料：地域作物課調べ

○ でん粉原料用かんしょの販売価格の推移

資料：地域作物課調べ

○でん粉原料用かんしょの集荷量の推移

○ かんしょでん粉の生産量の推移
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資料：地域作物課調べ
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１９ でん粉原料用かんしょの生産動向
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○ 甘味資源作物産地生産性向上緊急支援事業
サツマイモ基腐病の次期作への影響を最小限にするための
取組を支援

１）地域全体への支援
・ほ場残渣の処理
・種いもの他地域からの輸送
・苗・苗床消毒用殺菌剤等調達
・罹病判定のための簡易検査
・反転耕や土壌殺菌のための作業機導入

２）被害が著しいほ場（３割以上減収）への支援
・土壌消毒剤調達
・マルチの調達
・堆肥調達や散布委託
・ウイルスフリー苗及び種いもの調達
・他作物への転換
・予防薬剤の散布

○ さとうきび増産基金事業
サツマイモ基腐病等病害虫による被害に対応した取組を支援

◆ 平成30年秋、宮崎県及び鹿児島県内でかんしょのつるが枯れ、いもが腐る病状の病気が確認され、大きな問題となった。罹

病いもや発生ほ場からは「乾腐病菌」や「つる割れ病」に加えて「サツマイモ基腐病」が初めて確認された。

◆ 令和元年産において、苗の消毒、排水対策、土壌消毒等を実施したが、収穫期以降に発生地域が拡大し、著しい被害となっ

た。

◆ 令和元年の被害の拡大を踏まえ、かんしょ生産者の不安を解消し、次期作への影響を最小限にするための取組を支援する

ため、令和元年度補正予算「甘味資源作物産地生産性向上緊急支援事業」を措置するとともに、さとうきび増産基金にかんし

ょの病害虫被害対策を追加。

サツマイモ基腐病

【病原菌】糸状菌の一種Plenodomus destruens Harter

【伝染】 苗伝染、土壌伝染（植物残渣で越冬）

【防除】 適切なほ場管理

地際の茎が黒変し、地上部が萎凋、枯死する。枯死した
植物体上に微小な黒色の分生子殻が形成される。塊根は成
り首からゆっくりと腐敗する。

もとぐされびょう

２０ かんしょ病害について

令和２年産に向け行われた対策（概要）
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２１ 担い手・生産費の状況（かんしょ）

◆ 南九州におけるかんしょの生産構造をみると、高齢化の影響により農家戸数は減少傾向。

◆ 農家一戸当たり作付面積は増加傾向にあるものの、依然として１ha未満の零細規模の農家が大宗。

◆ 生産費については、機械化が進展していないことから、労働費の削減が進んでいない状況。加えて、平成２０年以降の肥

料費や農業薬剤費の上昇による物材費の増加もあり、生産費全体として高止まり状態。

○ かんしょ生産農家戸数と一戸当たり作付面積の推移（南九州）

資料：鹿児島県、宮崎県調べ

○ 原料用かんしょの生産費（10a当たり）の推移

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」（組替）

○ かんしょの収穫規模別農家戸数割合の推移（南九州）
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資料：農林水産省「農業経営統計調査」
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○ 単収向上に効果的な取組

◆ でん粉原料用かんしょは南九州の基幹作物であり、かんしょでん粉工場とともに地域経済を支える重要な存在であるが、高値
で取引される焼酎用かんしょとの間で原料の競合が続いているところ。

◆ 作付面積は、農家戸数の減少や高齢化の進行により減少傾向。また、単収についても不安定な気象の年が続く中、低水準で
推移。令和元年産は30年産から発生したサツマイモ基腐病がまん延し生産量が減少。被害防止のため、産地においては排水
対策や苗消毒の実施等基本技術の励行を指導。令和２年産においても発生が見られ、ほ場の見回り、発病株の早期除去、予
防薬剤の散布等の徹底を呼びかけ。

◆ かんしょでん粉工場の存続を考える上からもでん粉原料用かんしょの生産の安定化が重要であり、早植え・マルチ栽培、バイ
オ苗の活用、土づくり等の基本的技術の徹底に加え、近年開発された多収性新品種「こないしん」の早期導入が重要。

○ でん粉原料用かんしょの生産量・作付面積・単収の推移（南九州）

資料：統計部「作物統計」、地域作物課調べ

１ 優良種苗の活用

ウィルス等に侵されていないバイオ苗の普及

２ 早植え・マルチ栽培

・ 早植えによる生育期間の確保

・ 植付け時の地温を確保し、苗の活着、初期生育を促進

・ 肥料成分・土壌の流亡防止

・ 雑草の発生抑制による除草作業の省力化

３ 多収性新品種 こないしん（九州181号）

既存主力品種「シロユタカ」に比べて収量性が

20％程度高い

２２ 現場での取組状況（かんしょ）
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○ でん粉原料用・焼酎用かんしょの生産量の推移（鹿児島県）
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○ 早植え・マルチ栽培の効果
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植付 生育 収穫

（年産）

（千トン）

25

35



26

◆ でん粉工場の操業率向上のため工場再編に取り組んできたが、近年、農家の高齢化による労働力不足や天候不順から原
料用かんしょの集荷量が減少し、操業率は低下傾向。

◆ 令和元年産は、平成３０年度と同様にサツマイモ基腐病の影響により、集荷量が低位に留まったため、操業率も低位で推移。

◆ 集荷量の確保に向けて、でん粉工場・生産者一体となって、単収向上に効果的な取組として、バイオ苗の普及、マルチ栽培
の推進、多収性新品種の早期導入等に取り組んでいるところ。

２３ かんしょでん粉工場の状況

○ かんしょでん粉工場の再編の推移

資料：農林水産省政策統括官付地域作物課調べ

○ かんしょでん粉工場の操業率と集荷量の推移

資料：農林水産省政策統括官付地域作物課調べ

○ かんしょでん粉工場別原料処理量とでん粉生産量（R1SY（見込））

年度 元年 6年 11年 16年 21年 26年 R1年

工場数 74 54 44 33 19 18 15
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H28 ６月の日照不足の影響に加えて、８月の台風に伴う大雨等によ
り浸水・冠水等の被害が発生した。

H29 おおむね天候に恵まれ、台風による被害等のあった前年を上回
る収量となった。

H30 夏場の低温、日照不足及び大雨等により、着いも数が少なく、
小玉傾向となった。

R1 生育期間の全般において天候に恵まれ、いもの肥大が良好で
あったため、単収が向上した。

◆ 一戸当たりの規模が拡大する中で、ばれいしょは、他の輪作作物に比べ労働負荷が高いことにより作付面積が減少傾向。こ

のため、でん粉原料用ばれいしょの生産量も減少傾向。

◆ 令和元年産は、着いも数は平年並み、一個重は平年よりやや大きくなったことにより、収穫量は前年と比べ８％増加。

○ ばれいしょの作付面積、単収、生産量の推移（北海道）

○ 近年の作柄（北海道）

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1（概数）

作付面積（ha) 54,100 53,100 53,400 52,400 51,500 51,000 51,200 51,300 50,800 49,600
単収(kg/10a) 3,240 3,470 3,630 3,580 3,720 3,740 3,350 3,670 3,430 3,810
生産量(千t) 1,753 1,843 1,938 1,876 1,916 1,907 1,715 1,883 1,742 1,890

うちでん粉原料用の
生産量(千ｔ) 745 787 867 827 849 836 701 783 745 806

２４ でん粉原料用ばれいしょの生産動向

資料：作付面積、単収及び生産量は統計部「野菜生産出荷統計」。でん粉原料用の生産量は地域作物課調べ。

27

○ ばれいしょの用途別需要動向の推移（全国）

資料：農林水産省地域作物課調べ

(万トン)

12％

49％

22％

18％

平成30年度
構成比その他

加工食品用

青果用

でん粉原料用
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２５ 担い手・生産費の状況（ばれいしょ）

◆ 主産地の北海道においては、栽培農家戸数の減少が進み、一戸当たりの作付面積は拡大傾向にあるものの、規模拡大
に伴う労働力の確保の問題もあり、近年は鈍化傾向。

◆ 生産費については、７割程度を物財費が占めている状況にあり、農業薬剤費の上昇に伴う物財費の増加等から生産費は
全体として増加傾向。

○ 原料用ばれいしょの生産費（10aあたり）の推移○ 栽培農家戸数と一戸当たり作付面積の推移（北海道）

○ ばれいしょの収穫規模別農家戸数割合の推移（北海道）

資料：農林水産省「農業経営統計調査」

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」（組替）

資料：北海道庁調べ
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２６ 現場での取組状況（ばれいしょ）

・ ソイルコンディショニング技術とは、播種前に植付列の土塊や石れきを除去したの
ち高畦の播種床を造成し、播種作業と同時に培土を行う栽培法。

慣行に比べ、
① 生育の均一化、傷・打撲等の減少により品質が向上し、
② 収穫作業が効率化され、後作麦の播種時期に影響を与えず、いもの作付拡大が
可能であるため、品質と供給量の両立が求められる加工用（チップ用）での導入が
進んでいる。

・ 北海道におけるソイルコンディショニング技術の普及率は、作付面積ベースで４％
程度（H27年産、地域作物課調べ）。

【効果】 ・収穫時間の削減（▲40％）と、それによる労働費の削減（▲30％）等により
生産費を削減（▲10％）
・緑化いもの減少（▲50％）や、収穫時の打撲損傷の軽減（▲90％）等によ
る品質の向上

○ ばれいしょのソイルコンディショニング技術とその効果

慣行栽培 ソイルコンディショニング栽培

出典：高生産性地域輪作システム実証事業（H17～19年度実績（各地区実績の平均））

○ 加工用ばれいしょの作業体系の改善

現行収穫体系（機上選別）

・ 一般的に普及しているポテトハーベスタ（イン

ローハーベスタ）は、畦をまたぎ収穫を行うため、

収穫時に踏み固められた夾雑物（土塊・れき）や

腐敗いも等が収穫物と一緒に機上に上がり、傷

や打撲が比較的起こりやすい。

・ハーベスタ上で、石礫やいもの選別を行うた

め、ハーベスタ毎に５～６人の選別作業員確

保が必要。

新しい収穫体系（無選別収穫＋倉庫前集中選別）

・ オフセットハーベスタは、夾雑物が少なく傷や打撲の

起こりにくい構造。

・ 倉庫前集中選別の導入により、選別速度・精度も向

上。雨天時も作業が可能。

【インローハーベスタ】

【オフセットハーベスタ】

１日当たり収穫面積:
0.4-0.6ha

１日当たり収穫面積: 
2.0-4.0ha

【粗選別施設】

◆ 国産ばれいしょの生産量が減少傾向で推移する中、ポテトチップやサラダ用等の加工用ばれいしょについては需要が増加
しており、メーカーからの国産原料の要望も強いため、国内における加工用ばれいしょの増産が課題。

◆ 加工用ばれいしょ生産は、特に植付や収穫に係る労力が大きく、かつ、人員の確保が困難になってきていることから、より
省力的・集約的な作業体系を導入する必要。

◆ このため、収穫時間の短縮とともに、品質向上も目指すことができる、省力化技術（ソイルコンディショニング技術）の導入
や、収穫速度の向上や収穫時のハーベスタ上の選別作業員の減員など作業の効率化を図るため、オフセットハーベスタと
粗選別機による集中選別といった作業体系の導入を推進。
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２７ ジャガイモシストセンチュウ抵抗性品種の普及拡大

 感染により大幅な減収をもたらすジャガイモシストセンチュウが、北海道の他、青森、三重、長崎、熊本で発生。

 まん延防止のため、車両・コンテナ洗浄施設の整備等の対策が講じられているが、最も高い効果が期待できる抵抗性品種

の普及率は、主産地である北海道でも、 27％程度と遅れている状況。

 31年2月に「ジャガイモシストセンチュウ抵抗性品種の作付拡大のための目標」を定め、令和10年度目標達成に向け都道府

県によるジャガイモシストセンチュウ抵抗性品種転換計画の作成など取組を推進。

30

「ジャガイモシストセンチュウ抵抗性品種の

作付拡大のための目標」

【主にでん粉原料用に仕向けられる品種】
・ 既に生産者団体が自主的に策定・実行している「抵抗性品種
転換計画」に基づき、シストの発生・未発生の如何にかかわら
ず、2022年度までに抵抗性品種の作付割合を100％とする。

【主に加工用に仕向けられる品種】
・ シストセンチュウの発生が確認されているほ場については、
2028年度までに抵抗性品種の作付割合を100％とする。

・ その他のほ場については、2028年度までに抵抗性品種の作
付割合を80％とすることを目指す。

【主に生食用に仕向けられる品種】
・ 男爵薯、メークイン（非抵抗性品種）による産地化が図られて
いることに鑑み、シストセンチュウの発生が確認されているほ
場における抵抗性品種への転換に優先的に取り組み、シスト
センチュウの発生が確認されているほ場については、2028年
度までに抵抗性品種の作付割合を100％とする。

・ その他のほ場については、抵抗性を付与した、男爵薯、メーク
インに代わり得る品種の開発状況等を踏まえ、抵抗性品種へ
の転換を進める。

平成31年2月策定

○ シストセンチュウ抵抗性品種の作付面積割合（北海道）

H12 H17 H22 H26 H27 H28 H29

6.3% 11.4 17.1 22.5 23.9 26.0 27.2

○ ジャガイモシストセンチュウ
の発生がある市町村
（北海道）

発生市町村
１３市４０町３村
（平成30年3月末現在） 資料：北海道農政部調べ

○ ジャガイモシストセンチュウの概要

・主に根に寄生し、根系の発達不良によ
り、減収する（高密度で50%減収）。

・シストは、長期間（10年以上）土中で生

存。抵抗性品種の作付で密度を下げる
ことが可能。

・国内発生ほ場での種ばれいしょ生産
禁止。

ばれいしょの根の
シスト付着状況

※作付面積割合上位10品種（H29年産） のうち、抵抗性品種は以下３品種
キタアカリ（生食5.4％）、きたひめ（加工3.1％）、とうや（生食2.7%）。
なお、でん粉用品種は産地で目標に向けてコナヒメ、コナユタカ等の植付拡大の取組を開始。
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２８ ばれいしょにおけるスマート農業の取組

背景・課題

北海道更別村の例

○ 更別村は平均耕地面積が43.5ha と日本屈指の大型畑作農業の村であり、区画が大きい畑が多く、大型の農業
機械が多く導入されている地域である。そのため、スマート農業技術の恩恵を受けやすい地域
○ 大規模化に伴い、播種や収穫といった農繁期には、人手不足が深刻化して規模拡大のボトルネック

目標
○ 北海道畑作4作物について高精度・超省力栽培体系の確立による適正な大規模輪作体系の構築
○ 農繁期におけるトラクター作業をロボットトラクターが代用することで、労働者不足の環境においても余裕をもった作業を実現
○ 生育・環境データ及び収量データにより、作業効果を実証

取組内容
○ 整地作業と播種作業の同時化、自動操縦化
○ フィールドサーバーを活用した生育・環境情報の収集・分析、ドローンによる土壌条件や生育情報のマップ
情報取得、圃場の生育マップに基づいたドローンによる薬剤防除や可変施肥

○ 各種データを集約した営農支援システムによる経営分析

 ばれいしょ生産は、植付や収穫に係る労力負荷が大きく、かつ、経営規模の拡大に伴う人員の確保が困難になってきて
いることから、より省力的・集約的な作業体系が求められている。

 今後、更なる経営規模の拡大が想定されており、これに対応すべく、ロボット・ＡＩ・ＩｏＴ等の先端技術を生産現場に導入
する「スマート農業実証プロジェクト」を令和元年度から開始し、北海道から九州・沖縄までの全国において、様々な作目
でスマート農業の現場実証が行われている。

 ばれいしょでは、北海道更別村で「センサーネットワークに基づくロボティクスファームの実証」が行われており、60haを
超える営農モデルについて労働コストの２割削減等を目指した取組を実施。

 本プロジェクトは２年間に渡り技術実証を行うとともに、技術の導入による経営の効果を検証することとして
おり、実証成果については結果がまとまり次第公表予定である。

ドローンセンシング

ロボットトラクタ

収量コンバイン

31

フィールドサーバ

41



32

◆ でん粉工場の操業率向上のため工場再編に取組は進められてきたが、ばれいしょ全体の作付面積の減少等から原料
用ばれいしょの集荷量が減少し、操業率は低い水準。

◆ 集荷量が減少する中、片栗粉用・加工食品用などばれいしょでん粉固有の用途の販売拡大・安定化により、でん粉の高
付加価値化に取組が進められている。

◆ また、オホーツク管内のＪＡ系でん粉工場では、令和元年度から工場再編に向け取組を開始。

資料：農林水産省地域作物課、北海道庁調べ

資料：農林水産省地域作物課調べ

（千トン）

○ 農協系ばれいしょでん粉工場の操業率と集荷量の推移

○ ばれいしょでん粉工場の再編の推移
○ ばれいしょでん粉工場（北海道１７工場）

※は農協系工場

○ 国内産ばれいしょでん粉の用途別販売数量の推移
（千トン）

年度 元年 6年 11年 16年 21年 26年 R1年

工場数 38 34 21 17 17 17 17
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加工経費の推移

		

						○　かんしょでん粉の製造経費の推移 プンセイゾウケイヒスイイ

																										（単位：円/トン） タンイエン

						6年産 ネンサン		7年産 ネンサン		8年産 ネンサン		9年産 ネンサン		10年産 ネンサン		11年産 ネンサン		12年産 ネンサン		13年産 ネンサン		14年産 ネンサン		15年産 ネンサン		16年産 ネンサン

						44,995		44,995		44,995		44,318		43,109		42,349		41,645		41,577		41,383		40,903		40,307

										注：消費税、関連対策費分は含まない。 チュウショウヒゼイカンレンタイサクヒブンフク

				○ばれいしょでん粉の加工経費と原料代の比率の推移 プンカコウケイヒゲンリョウダイヒリツスイイ

																										（単位：円/トン） タンイエン

						6年産 ネンサン		7年産 ネンサン		8年産 ネンサン		9年産 ネンサン		10年産 ネンサン		11年産 ネンサン		12年産 ネンサン		13年産 ネンサン		14年産 ネンサン		15年産 ネンサン		16年産 ネンサン

				でん粉買入基準価格（本体） プンカイイレキジュンカカクホンタイ						110,990		108,250		105,870		103,970		103,270		103,190		103,150		102,850		102,280

				加工経費（a） カコウケイヒ		29,180		29,180		29,180		28,476		26,092		24,863		24,610		24,529		24,380		24,174		24,092

				原料代（ｂ） ゲンリョウダイ						81,810		79,774		79,778		79,107		78,660		78,661		78,770		78,676		78,188

				比率（ａ：ｂ）　 ヒリツ						26:74		26:74		25:75		24:76		24:76		24:76		24:76		24:76		24:76

				加工経費の推移 カコウケイヒスイイ

						6年産 ネンサン		7年産 ネンサン		8年産 ネンサン		9年産 ネンサン		10年産 ネンサン		11年産 ネンサン		12年産 ネンサン		13年産 ネンサン		14年産 ネンサン		15年産 ネンサン		（参考）
ばれいしょでん粉 サンコウプン

				かんしょでん粉 プン		45.0		45.0		45.0		44.3		43.1		42.3		41.6		41.6		41.4		40.9		24.2

				操業率 ソウギョウリツ
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				ばれいしょでん粉 プン		29.2		29.2		29.2		28.5		26.1		24.9		24.6		24.5		24.4		24.2

				操業率 ソウギョウリツ								78		93		64		70		83		88		65
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				かんしょでん粉 プン		45.0		45.0		45.0		44.3		43.1		42.3		41.6		41.6		41.4		40.9		24.2

				操業率（鹿児島） ソウギョウリツカゴシマ		61%		69%		62%		78%		93%		64%		70%		83%		88%		65%

				工場数 コウジョウスウ		〔47〕		〔46〕		〔42〕		〔40〕		〔39〕		〔38〕		〔34〕		〔32〕		〔30〕		〔29〕
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かんしょ (2)

		ばれいしょでん粉工場操業状況（系統のみ） プンコウジョウソウギョウジョウキョウケイトウ

				15SY		16SY		17SY		18SY		19SY		20SY		21SY		22SY		23SY		24SY		25SY		26SY		27SY

		原料処理量 ゲンリョウショリリョウ		1,073,205		1,029,670		983821		880454		1038409		955973		809452		699403		730318		790252		767313		789000		780000

		原料処理能力 ゲンリョウショリノウリョク		1,275,696		1,199,232		1209600		1209600		1209600		1209600		1209600		1209600		1209600		1209600		1209600		1209600		1218750

		集荷量 シュウカリョウ		1,073		1,030		984		880		1,038		956		809		699		730		790		767		789		780

		操業率 ソウギョウリツ		84%		86%		81%		73%		86%		79%		67%		58%		60%		65%		63%		65%		64%

		工場数 コウジョウスウ		〔10〕		〔10〕		〔10〕		〔10〕		〔10〕		〔10〕		〔10〕		〔10〕		〔10〕		〔10〕		〔10〕		〔10〕		〔10〕

		加工経費 カコウケイヒ		26,325		26,415		23904		28107		27384		29943		28455		33339		32606		29797

		工場数（全体） コウジョウスウゼンタイ		〔17〕		〔17〕		〔17〕		〔17〕		〔17〕		〔17〕		〔17〕		〔17〕		〔17〕		〔17〕		〔17〕		〔17〕		〔17〕
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				6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17

		原料処理量 ゲンリョウショリリョウ

		原料処理能力 ゲンリョウショリノウリョク

		加工経費 カコウケイヒ		45.0		45.0		45.0		44.3		43.1		42.3		41.6		41.6		41.4		40.9		40.3

		操業率 ソウギョウリツ		61%		69%		62%		78%		93%		64%		70%		83%		88%		65%		57%		60%

		工場数 コウジョウスウ		〔47〕		〔46〕		〔42〕		〔40〕		〔39〕		〔38〕		〔34〕		〔32〕		〔30〕		〔29〕		〔28〕		〔28〕

		加工経費 カコウケイヒ		44,995		44,995		44,995		44,318		43,109		42,349		41,645		41,577		41,383		40,903		40,307		24,092





Sheet2

		



&A

Page &P

年   産

（円/kg）

操業率

〔47〕
61%

〔46〕
69%

〔42〕,
62%

〔40〕
78%

〔39〕,
93%

〔38〕
64%

〔34〕
70%

〔32〕
83%

〔30〕
88%

〔29〕
65%

〔28〕
57%

〔28〕
60%
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